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2012 年 7 月 4 日の地元の新聞「琉球新報」「沖縄タイムス」は、沖縄県宮古島市の与那

覇湾がラムサール条約の登録湿地になったことを報道しています。地元の宮古島市でも「宮

古島市全体の自然環境が良いと認められたと思う。周年を通じて鳥が集うような環境をつ

くりたい（下地敏彦市長、「琉球新報」）」、「念願がかなった。登録を機に、宮古の自然を大

事にする意識が高まれば(良いことだ)。(ルーマニアの式典にも参加)。世界中の登録湿地の

関係者が集う。環境保全の情報交換を行い宮古での活動の参考にしたい。（宮古野鳥の会仲

地邦博会長、「沖縄タイムス」）」、「エコアイランドの観点からもイメージアップにつながり、

ひいては観光面にも良い影響をもたらすと思う。宮古島市を PR する際の話題にもなる（宮

古島観光協会池間隆守専務理事、「琉球新報」）、と喜びを語っています。私たちはもちろん、

沖縄県民もこの登録を共に喜んでいます。 
さて、与那覇湾の登録は、沖縄県では、漫湖、名蔵アンパル、慶良間・座間味諸島海域、

久米島の渓流に続き 5 箇所目です。全国でも１都道府県で複数登録されているのは北海道

の１３箇所の次に沖縄県の５箇所、宮城県３箇所、新潟県・富山県・福井県・愛知県・鹿

児島県２箇所であとは１箇所です。また、環境省は 2010 年 9 月に、「ラムサール条約湿地

潜在候補地」を全国で１７２箇所選定していますが、沖縄県からは２３箇所(約 13.4％)選定

されています。これを見ても分かる通り、沖縄県は豊かな自然環境が残されている地域で

あることがわかります。 
ところで、ラムサール条約に登録されるためには世界的な九つの基準のうち一つ以上ク

リアすることが条件ですが、今度登録された与那覇湾は二つの基準(基準１，６)をクリアし

ていました。ちなみに泡瀬干潟（環境省の候補地地名は「中城湾北部」）はどうかと言うと、

4 つの基準（基準１，２，３，６）をクリアしているのです。それでは何故泡瀬干潟がラム

サール条約に登録されないのか、当然疑問に思うところですが、登録のためには「潜在候

補地であることに加えて、地方自治体等の賛意や国内法による保護担保措置が得られてい

る又は得られる見込みが高いことが必要(環境省)」なのです。残念なことに、泡瀬干潟では

沖縄市の要望で埋め立て工事が進行中であり、沖縄市の賛意が得られなく、また同地域が

国内法による保護担保措置も取られていないことから、環境省は登録の手続きが取れない

のです。このことに関し、今ルーマニアで開催されている第 11 回ラムサール条約締約会議

の国別報告書では、「沖縄県の泡瀬干潟において、人工島を作る大規模な埋立計画が進んで

いる等、一部において生態学的特徴の部分的な喪失が懸念されている。」と記載され国際会

議で報告されました。泡瀬干潟埋立問題は世界的な問題なのです。 
 以上述べたように、泡瀬干潟（中城湾北部）は、生物多様性の宝庫、ラムサー条約登録

の基準を四つもクリアする「世界の宝」なのです。世界的な流れである自然との共生・絶

滅危惧種の保全に逆行する、泡瀬干潟埋立は即時中止されるべきです。 
 泡瀬干潟を子々孫々まで残そう、これが私たちの願いです。 


